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東北地方 １か月予報（06/15～07/14） 

2024 年 06 月 13 日 14 時 30 分 仙台管区気象台 発表 

特に注意を要する事項 期間の前半は、気温がかなり高くなる見込みです。 

向こう１か月 

06/15～07/14 

天候 平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。 

気温 平均気温は、高い確率８０％です。 

①今後１か月は、どれだけ葉を多く大きくできるかと、着果をそれなりにできる
かの難しい時期に入ります。一方で、６月２２日（土）から⾧期間雨が降る予報
です。ハウスでは、雨の期間でも土を観察し、必要であればかん水しましょう。 
 
ハウスでは、７月のピーク前にできるだけ早く内枝整理を行い、追肥を行いまし
ょう。 
露地トンネルでは、できるだけ早く内枝整理を行い、追肥しましょう。 
露地では、追肥+２番花の摘花を行い、葉をできるだけ多く大きく育てておき、
⾧期の雨が晴れた時点で内枝整理を行いましょう。ただし、現時点で４段目の内
枝が生⾧している方は、内枝整理を行ったのち、追肥を行いましょう。 
 
追肥は、液肥２号やスーパーノルチッソと、メリット黄を使用しましょう。 
ハウスも露地も、雨降り前にカスミンボルドーを散布しましょう。 
 
②今後１か月は気温が高く・湿度が高い予報です。 
＝斑点病・斑点細菌病・疫病・うどんこ病・軟腐病の予防が必須！昨年発生した
方は特に！ 
＝タバコガ・アザミウマ・アブラムシが活発に動きます！特に露地のタバコガは
トロケに直結しますので、よく観察して即散布しましょう。 
農薬の選択は防除暦を参照願います。 
 
③露地の翌日選果・翌々日出荷について 
今年度も実施したく、７月末までご協力頂きますようお願い致します。 
 
④出荷規格について 
別紙参照 
 
⑤S 規格について 
肥大が遅くなることへの対応策ですが、詳細決まり次第ご連絡いたします。 



ピーマン出荷規格の確認について 

１． 標準出荷規格 

出荷できるもの 出荷できないもの 

①品質良好なもの。 
②果形については、写真印刷等級規格の 

基準を摘要。 
③傷果 4 ㎝まで、かつ 1 か所まで。 
④灰色かび病斑 5 ㎜まで、かつ 2 か所ま
で。 
⑤果実重量は 25ｇ以上とする。 
⑥黒変果の程度は、軽微で果実の 10％未満

のもの。 

①病害・虫害・障害のあるもの 
例：尻腐果・赤果（黒ずみ含）・トロケ・
タバコガ食害等。 

②傷果 4.1 ㎝以上、または 2 か所以上。 
③灰色かび病斑 5.1 ㎜以上、または 3 か所

以上。 
④果実重量が 24ｇ以下のもの。 
⑤雨や泥がついているもの。 
⑥軸が根元からとれているもの。 
⑦薬斑がついているもの。 

２．収穫の留意点 

（１）朝・夕の涼しい時に収穫し、汚れはふき取る。（特に薬剤散布後） 

（２）雨天の収穫はしない。但し、やむを得ず収穫する場合は、風乾を徹底する。 

（３）軸は肩の高さに合わせる。 

（４）出荷日を必ず確認してから収穫作業を行う。 

３．出荷の留意点 

（１）集荷場搬入時に、全てのコンテナに個票を貼り、荷下しする。 

（２）選果結果票は次回出荷の時に持ち帰る。 

（３）つぶれ防止のため、コンテナには八分目入れとする。 

（４）雨天の出荷時には、必ずぬれ防止の対策を行う。 

（５）荷下ろしを終了した車は速やかにピット前を移動する。その際、交通安全

には充分配慮する。（毎年、ピット前で事故が数件発生している。） 

（６）受付時間の設定は、その日の入荷量をいち早く把握し、有利販売につなげ

るための最低条件なので、搬入時間を厳守する。 

（７）規格に満たない場合、指導員により再注意されても改善が見られない場合

は全量返品、改善まで出荷停止とする。 

（８）胆沢の選果場に出荷する際は、東側（資材センター側）から選果場に入り、 

公道への車列はしない。 

 
ピーマンは食品であり商品です。消費者が喜ぶ商品を届けましょう。 


